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第 17回大阪大学専門日本語教育研究協議会 

大学の研究室コミュニティで見られるコミュニケーションの諸相

－理工系研究室の留学生の事例分析から専門日本語教育・学習支援を再考する－

日時：2025 年 2 月 18 日（火）13：15～16：50（受付 12:50） 
場所：大阪大学吹田キャンパス コンベンションセンター会議室 3 

主催：大阪大学国際教育交流センター

---- プログラム ---- 

総合司会 国際教育交流センター 准教授 中俣 尚己

13：15〜13：20 開会の挨拶  国際教育交流センター センター長 有川 友子

13：20〜13：30 趣旨説明  国際教育交流センター 教授 村岡 貴子

13：30～14：30   講演： 理工系研究室における人間関係・コミュニケーション機会・

スピーチスタイル

東京海洋大学 学術研究院教授 生天目 知美

14：30～14：45   休憩

14：45～15：15   発表：理工系研究室における研究指導・学習支援の実態 

－指導教員へのインタビュー調査から－

国際教育交流センター 講師 福良 直子

15：15～15：45   発表：学際融合クラス「上級専門日本語アカデミック・コミュニケーション」の

教育実践

国際教育交流センター 特任助教 瀬井 陽子

15：45～15：55   休憩

15：55～16：45 全体討論 司会 国際教育交流センター 教授 村岡 貴子

東京海洋大学 学術研究院教授 生天目 知美

国際教育交流センター 講師   福良 直子

国際教育交流センター 特任助教 瀬井 陽子

16：45～16：50 閉会の挨拶 国際教育交流センター 教授  義永 美央子
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第 17回大阪大学専門日本語教育研究協議会 

大学の研究室コミュニティで見られるコミュニケーションの諸相

－理工系研究室の留学生の事例分析から専門日本語教育・学習支援を再考する－

主催 大阪大学国際教育交流センター 

背景および趣旨 

大阪大学専門日本語教育研究協議会は、2024年度で 17回を迎えます。本協議会が発足した背景には、

留学生 30 万人計画をはじめとする国の政策により、多様な国・地域から多様な分野の留学生を受け入

れ、当該留学生の日本語能力に応じて大学生活に必要な日本語教育が活発に行われてきたという大きな

流れがあります。大阪大学においても、日本語学習経験がほとんど無いか少なくても、来日後に日本語

教育を受け、同時に研究活動に取り組み学位取得を目指すという大学院生・研究生が、英語プログラム

の場合も含め、特に理系分野に多数在籍しています。本協議会では、特に理工系分野の研究室に所属し

人間関係を構築しつつ所期の目的を達成しようとする留学生のコミュニケーションにフォーカスしま

す。

上記のような留学生が所属する研究室では、構成員の母語や日本語・英語運用能力により、また、研

究室文化により受け継がれてきた伝統的な方針により、実際に多様な背景の構成員同士で多様なコミュ

ニケーションが行われていると観察されます。日常的に共同研究体制が敷かれていることの多い理工系

では、共同研究に必要かつ厳密な言語コミュニケーションが行われる必要があり、そのことが研究の成

否に繋がるものと考えられます。そのような研究室の状況は、入学前から高度な日本語能力を有する文

系大学院留学生の状況とはかなり異なる面があります。また、文系出身者で日本語教育を担当する教員

も、理工系研究室のコミュニケーションについて未知のことが多々あるものと推測されます。

以上のような背景と前提をもとに、本協議会では、異文化の中で学位取得を目指す留学生が、一研究

者としてリスペクトされつつ、異なる背景の他者と日々協働作業を進めるプロセスで、どのような問

題・課題を抱え、どのようにそれを克服しようとするのか、具体的なコミュニケーションに関する事例

分析をもとに、協議を展開したいと考えます。

講演者として、専門日本語教育研究等の分野でご活躍になっている専門家の東京海洋大学の生天目知

美先生にお話しいただき、CIEE からも関連の発表・実践報告を行います。その上で、全体討論におい

て今後必要な専門日本語教育・学習支援を展望し、さらに、留学生・研究室構成員、教職員がよりよく

連携できる可能性を探りたいと思います。
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趣旨説明 

村岡 貴子

国際教育交流センター 教授 
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MURAOKA Takako

muraoka.takako.ciee@osaka-u.ac.jp 1
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 2024 5 1 2,669


M, D 2,362 88 )
307 12

 2,208 :  1,479

（以上、大阪大学公式ホームページ「外国人留学生数」2024より
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/about/data/international.html 2025.1.30アクセス）
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

M, D 1,082 63 )



（以上、大阪大学公式ホームページ「外国人留学生数」2024より
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/about/data/international.html 2025.1.30アクセス）
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🔹
https://ciee.Osaka-u.ac.jp/education/Japanese_program/

🔹
https://www.lang.osaka-u.ac.jp/cme/plaza/

🔹
日本語学習者向け情報2024秋冬 | OUマルチリンガルプラザ
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講演１ 

理工系研究室における人間関係・ 

コミュニケーション機会・

スピーチスタイル

生天目 知美 

東京海洋大学 学術研究院教授 
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発表１ 

理工系研究室における研究指導・学習支援の実態

－指導教員へのインタビュー調査から－

福良 直子

国際教育交流センター 講師
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発表２ 

学際融合クラス「上級専門日本語アカデミック・

コミュニケーション」の教育実践

瀬井 陽子

国際教育交流センター 特任助教
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第17回大阪大学専門日本語教育研究協議会
2025年2月18日（火）

大学の研究室コミュニティで見られるコミュニケーションの諸相
－理工系研究室の留学生の事例分析から専門日本語教育学習支援を再考する

瀬井陽子

学際融合クラス

「上級専門日本語アカデミック・コミュニケーション」

の教育実践

科目名の用語について

上級専門日本語アカデミックコミュニケーション

2

CEFR能力記述のB2レベル以上。

自身の専門領域の話題を含めて、具体的及び抽象的な複雑なテクストの主要点を理解することができる。

相互にストレスのない形で、十分に流暢かつ積極的に参加して母語話者と通常の相互行為ができる。

1,000字程度の漢字を使いながら、広範なテーマについて詳細な議論が書ける。

また、課題に関してさまざまな選択肢の利点や不利点を挙げながら見解を述べることができる。

（日本語プログラムレベルチェックより）

上級
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科目名の用語について

上級専門日本語アカデミックコミュニケーション

3

専門日本語教育：

時間に制限のある留学生が、研究活動を円滑に遂行するためという日本語
学習の目的を自覚していることを前提とし、その目的達成のために行われ
る日本語教育である

（村岡 2023）

科目名の用語について

上級専門日本語アカデミックコミュニケーション

4

一般に論文や専門書の出版、学会・研究会での報告などを指し、

さらに教育やアカデミック・コミュニティにおけるさまざまな役割を

担って活動していくこと

（谷本 2018）
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授業内容

（1）研究テーマに関する話題提供

・1人が話題提供者となりディスカッショントピックを提示

・グループディスカッションを実施

（2）研究テーマに関するポスター発表

5

上級専門日本語アカデミックコミュニケーション

発表内容

１．大学院留学生を対象とした「学際融合科目」の説明

２. 受講生に理工系の学生が多い背景

３．「上級」「専門日本語」「アカデミックコミュニケーション」

これらのキーワードを繋ぐ授業デザイン

４．授業における教育実践

５．まとめ

6
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１．学際融合科目について（大学内の位置づけ）

・横断型教育（研究科等の枠にとらわれない、複眼的視野を養うための

学際融合教育）の充実を目指す

・全研究科大学院生を対象に多様な組織が提供 （大阪大学ウェブサイトより）

7

① 専門分野以外の知識や能力を養い、もう一歩

社会につながる知に発展させることができる

② 自分とは異なる専門知識を持つ学生と交流できる

科目例：
・データ科学と意思決定
・学術的文章の作業とその

指導
・研究方法とアウトリーチの

デザイン

大学院共通教育科目のようなもの（単位あり）

１．学際融合科目について（留学生対象日本語プログラム）

8

入学前 入学後

学部生レベル

大学院生レベル
（研究生を含む）

①共通教育科目日本語

②学部英語コース日本語

③日本語集中コース

④留学生日本語選択コース

⑤学際融合教育科目日本語

⑥国際交流科目日本語

⑦J-ShIP（夏・冬）プログラム日本語

⑧超短期プログラム日本語

短期留学生
（学部・大学院）

アカデミックライティング
アカデミックリーディング

アカデミックコミュニケーション
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２．大阪大学の留学生の割合
・留学生数 2,669人（2024年5月1日現在）

・研究活動を中心とする大学院レベルの留学生：

9

・所属研究科別

28.1%

36.7%

23.7%

11.5%

大学院（修士） 大学院（博士） 研究生等 学部

所属研究科別の割合

工学部·工学研究科 人文学研究科 経済学部·経済学研究科 理学部·理学研究科

日本語日本文化教育センター 基礎工学部·基礎工学研究科 人間科学部·人間科学研究科 医学部·医学系研究科

情報科学研究科 国際教育交流センター 法学部·法学研究科 文学部·文学研究科

国際公共政策研究科 生命機能研究科 外国語学部 薬学部·薬学研究科

言語文化研究科 歯学部·歯学研究科 連合小児発達学研究科 核物理研究センター

微生物病研究所 蛋白質研究所 接合科学研究所 産業科学研究所

高等司法研究科 社会経済研究所 レーザー科学研究所

約90％

工学部・工学研究科 人文学研究科 経済学部・経済学研究科 理学部・理学研究科
医学部・医学系研究科 基礎工学部・基礎工学研究科 情報科学研究科 人間科学部・人間科学研究科
法学部・法学研究科 国際公共政策研究科 生命機能研究科 薬学部・薬学研究科
言語文化研究科 歯学部・歯学研究科 文学部・文学研究科 連合小児発達学研究科

高等司法研究科

理工系 約60％

図1. 留学生の課程別の割合 図2. 大学院留学生の所属別

ある学期の受講生の所属研究科

1 理学研究科（化学）

2 工学研究科（マテリアル生産科学）

3 工学研究科（環境エネルギー工学）

4 工学研究科（生物工学）

5 工学研究科（応用化学）

6 生命機能研究科（生命機能）

7 連合小児発達学研究科（小児発達学）

8 情報科学研究科（情報システム工学）

10

文系

３．上級専門日本語アカデミックコミュニケーション科目

理系 論文執筆
学会発表

英語

11 人間科学研究科（臨床教育学）

12 人間科学研究科（教育環境学）

13 人間科学研究科（教育環境学）

9 国際公共政策研究科（国際公共政策）

10 国際公共政策研究科（比較公共政策）
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英語で論文執筆をする受講生の声

11

・入試の際に日本語能力は問われていない（英語の試験のみ）
・日本語学習は独習の場合あり
・論文執筆は英語
・ラボ（研究室）内のコミュニケーション言語は英語と日本語

３．上級専門日本語アカデミックコミュニケーション科目

文部科学省による2009年「国際化拠点整備事業」、2014年「スーパーグローバル大学創成支援」

を受け、大阪大学でも英語学位プログラムが設置された

12

３．上級専門日本語アカデミックコミュニケーション科目

日本語の授業の意義は？ このクラスで何を目指せばよいか？

１．研究活動を遂行する

２．研究成果を発信する

３．研究者仲間のコミュニティに参画する

日本語
クラス

研究室

全受講生共通
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13

３．上級専門日本語アカデミックコミュニケーション科目

日本語の授業の意義は？ このクラスで何を目指せばよいか？

・日本語を使う経験を積む

・日本語で様々な話題を取り上げる

・自分の研究内容を日本語で説明する

・自分の研究の学術的、社会的貢献を日本語で説明する

・自分の研究内容についてまとまった文章を発表する

・自分の研究内容についての質問に答える

多分野の大学院生が集まる場であることも活かした活動

日本語
クラス

14

３．上級専門日本語アカデミックコミュニケーション科目

授業の位置づけを明示的に伝えた

・研究室内のコミュニケーション

・日本の学術コミュニティへの参加

・異なる分野の専門家との交流

・将来のため（アウトリーチ活動）

のための日本語を学ぶ場である

これからの時代において、専門分野の異なる

研究者による「科学技術コミュニケーション

（小林 2007）」が重要になることも説明

大阪大学・京都大学 STiPS （2018）
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具体的な授業内容

【前半】自分の研究キーワードに関する話題提供

・話題提供者からの説明とディスカッショントピック提示（5分）

・グループディスカッション（約20分）

・ディスカッション内容をクラスに共有（約10分）

【後半】研究テーマに関するポスター発表

・時間は約40分

・聞き手は質問をする

15

３．上級専門日本語アカデミックコミュニケーション科目

授業スケジュール

回 授業内容 回 授業内容

１ オリエンテーション ９ 話題提供とディスカッション（4）

２ 話題提供とディスカッション（導入） 1０ 話題提供とディスカッション（5）

３ 話題提供とディスカッション（準備1） 1１ ポスター発表（導入）

４ 話題提供とディスカッション（準備2） 1２ ポスター発表（準備1）

５ 話題提供とディスカッション（準備3） 1３ ポスター発表（準備2）

６ 話題提供とディスカッション（1） 1４ ポスター発表（１）

７ 話題提供とディスカッション（2） 1５ ポスター発表（2）・まとめとフィードバック

８ 話題提供とディスカッション（3）

３．上級専門日本語アカデミックコミュニケーション科目
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導入として受講生に伝える内容：

研究者として求められること

（１）現実感覚：企業、社会において解決が求められている問題を知る現実感覚

（２）哲学：現代社会における経済的・社会的・政治的・国際的な背景や潮流を

捉え理解することが必要

（３）ディシプリン：それぞれの学問分野に蓄積された知識や方法などの規律に

基づいているか。複雑に絡み合った現象を捉えるための学際的研究

（４）方法：当該研究に適切な研究方法を習得し、スキルを高める

（５）論理的思考：論理的な思考、批判的な思考

（６）倫理：研究、論文作成に当たって不正行為を行わない

谷本（2018）「どのようにアカデミック・コミュニケーション能力を高めるか（p.73）」より

17

学際融合科目で養うことができる能力

４-１．話題提供の活動について

導入として受講生に伝える内容

学術論文に必要な問い

（１） 誰に：誰に読んで／聞いてもらいたいか。

（２） 何を：何を伝えたいのか。あなたの貢献はどこにあるのか。

それは「誰に」の問題とも関わる。

（３） なぜ：なぜそれを主張したいのか。それはまた「誰に」に関わる。

（４） どのように：自分の考えていることが学界や実務界にどのような

意味があるのか。それはまた彼らに伝わる「言葉」だろうか。

谷本（2018）「どのようにアカデミック・コミュニケーション能力を高めるか（p.69）」より

18

４-１．話題提供の活動について
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レジュメ例

タイトル・名前・キーワード

１．研究分野の概要

２．重要な一冊／人／キーワード

３．２．と自分の研究との関係

４．ディスカッションポイント

参考文献

４-１．話題提供の活動について

目的

・自分の研究分野を簡潔にクラスメイトに紹介

・研究テーマに関するディスカッショントピックを考え、

社会との接点を探り、クラスメイトとディスカッションをする

方法

・A4サイズ1枚のレジュメを作成

・レジュメは事前にクラスメンバーが閲覧可能な掲示板に提出

・クラスメイトはレジュメを事前に／当日読みながら発表を聞く

20

４-１．話題提供の活動について

81



準備1

（1）研究のキーワードを考える（1つまたは2つについて簡単に説明できるように）

（2）自分の研究のタイプについて考える：検証型、複合型、論証型どれか

準備2

（1）研究（分析）方法について説明する

（2）研究動機、研究背景について説明する

準備3

（1）自分の研究分野で前提とされている知識・理論について話す

（2）発表予定の「ディスカッションポイント」について、説明が必要か、

ディスカッションがしやすいか検討する

４-１．話題提供の活動について

準備は、3～4人のグループで話しながら
進め、グループメンバーから質問が出れ
ば説明方法を工夫する

準備段階で、聴衆に伝わる「言葉」に意識的になる
例えば…

22

略称 英語名 日本語での呼び方

LFA Lateral Flow Assay ラテラルフローアッセイ

BED Binge Eating Disorder ビンジ様過食障害

BLA Basolateral Amygdale 扁桃体基底外側核

EMT Epithelial-to-Mesenchymal Transition 上皮間葉転換

PC Prestressed Concrete プレストレスト コンクリート

ESG Environment, Social, Governance 環境、社会、ガバナンス（企業統
治）を考慮した投資活動や経営・
事業活動

４-１．話題提供の活動について

研究室内では略
称が通じるが、
研究室外では日
本語訳を伝えて
も分からない
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話題提供の発表当日

・話題提供者からの説明とディスカッショントピック提示（約5分）

・グループディスカッション（約20分）

・ディスカッション内容をクラスに共有（約10分）

23

４-１．話題提供の活動について

わからない用語があれば、質問を通して
研究対象（物質・材質・現象・薬品・制度・コミュニティなど）
研究方法（方法・機械・実験用具・プログラムの名前など）の情報を明確にする

何を対象に、どのような研究をして、何が得られるのか、を把握する

授業スケジュール

回 授業内容 回 授業内容

１ オリエンテーション ９ 話題提供とディスカッション（4）

２ 話題提供とディスカッション（導入） 1０ 話題提供とディスカッション（5）

３ 話題提供とディスカッション（準備1） 1１ ポスター発表（導入）

４ 話題提供とディスカッション（準備2） 1２ ポスター発表（準備1）

５ 話題提供とディスカッション（準備3） 1３ ポスター発表（準備2）

６ 話題提供とディスカッション（1） 1４ ポスター発表（１）

７ 話題提供とディスカッション（2） 1５ ポスター発表（2）・まとめとフィードバック

８ 話題提供とディスカッション（3）

３．上級専門日本語アカデミックコミュニケーション科目
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ポスター例を提示

25

４-２．ポスター発表の活動について

1. すでにデータ収集を行っている場合

・はじめに

・研究背景、先行研究

・研究目的

・研究方法

・データ収集方法

・分析方法

・データの提示

・分析結果、考察

・研究の限界/まとめ/今後の課題

例） タイトル
所属・学年・名前

1. はじめに 5. データ収集
________________________ ________________________ 
________________________ ________________________
________________________ ________________________

2. 研究背景 6. データ
________________________ ________________________
________________________ ________________________
________________________ ________________________

3. 研究の目的 7. 分析結果・考察
________________________ ________________________
________________________ ________________________
________________________ ________________________

4. 研究方法 8. 今後の課題
________________________
________________________

[図1._____] ＜参考文献＞

図

3. 研究計画の段階

・はじめに（学部生の時の論文などの紹介）

・研究背景、先行研究

・研究方法の検討、比較

・データ収集方法の検討、比較

・自分の研究の独自性と意義

・研究を通して明らかにすることができる

であろうと考えていることの紹介

４-２．ポスター発表の活動について

2. 予備調査を行った段階

・はじめに

・研究背景、先行研究

・研究目的

・研究方法

・データ収集方法

・分析方法

・データの紹介（現段階でわかっていること）

・研究を通して明らかにすることができる

であろうと考えていることの紹介
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発表当日

研究テーマに関するポスター発表

・時間は約40分

・聞き手は質問をする

27

４-２．ポスター発表の活動について

聞き手は質問の際、

・用語の定義
・研究対象の選定
・妥当性の担保について
・結果についての詳細
・今後の課題

についてであれば、自分の
専門でなくても質問できる

発表者は短く説明する練習をする

タイトル例：

※ 本スライドの提示は当日のみ ※

４-２．ポスター発表の活動について
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４-２．ポスター発表の活動について

ポスターに使われる図など：

※ 本スライドの提示は当日のみ ※

・基本的に理科の内容ですが、発表者は理解しやすく説明をしてくれました。研

究内容や方法を理解できなくても、研究の意義がわかると聞きがいがあると思

いました。

・発表者の発表を聞いた上で、自分が興味を持っていることを質問しました。ほ

かの研究を聞いて、自分の研究に対する理解も深まりました。

・皆さんからいただいた質問は私の研究に対して本当に助かりました。また、自

分の知識で他の専攻がある方に説明するチャンスは凄くいいと思います。

・たくさん面白い発表を聞きました。私は理系出身ですけと、文系の研究も大変

勉強しました。ありがとうございます。

・自分の研究について日本語で表現することにはまだ不足があり、専門分野の日

本語をさらに学ぶ必要があります。

・進歩を感じて、とても嬉しいと思います。今後も日本語の学術発表の慣れるを

目指して続けます。

４-３．受講生の声（コメントシートより）
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・大学における日本語プログラム、受講生は多様化している

・受講生にとっての日本語の位置づけ、目指す到達点も様々

・受講生が持つ共通項を軸に授業を展開することは可能

・自分の研究の独創性、研究理念を明確にする方法として

他者への説明は有効である

・論理的思考を培うために、何度も繰り返し説明するという

経験が役に立つ

・「専門日本語教育」がどう貢献できるのか継続して考える

５．まとめ

参考文献

大阪大学「学際融合科目」

https://itgp.osaka-u.ac.jp/news/iec/2024/07251516205516/（2025年2月15日閲覧）

大阪大学・京都大学 公共件における科学技術・教育研究拠点 http://stips.jp/tool2016_2/ （2025年2

月15日閲覧）

大阪大学国際教育交流センター「留学生対象日本語プログラム」 https://ciee.osaka-u.ac.jp/

education/japanese_program/ （2025年2月15日閲覧）

小林傳司（2007）『トランス・サイエンスの時代 科学技術と社会をつなぐ』NTT出版

谷岡寛治（2018）「どのようにアカデミック・コミュニケーション能力を高めるか」『企業と社会

フォーラム学会誌』, 第7号, pp.68-77.

村岡貴子（2023）「留学生の研究活動を支える日本語教育と教育研究支援体制」村岡貴子（編著）

『大学院留学生への研究支援と日本語教育 専門分野の違いを超えて』pp.3-18,ココ出版

32
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ご清聴ありがとうございました
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全体討論（要約） 

司会 

村岡 貴子 

国際教育交流センター 教授
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2025/02/18 専門日本語教育研究協議会 全体討論（要約） 
 
生天目先生：日本人学生とのコミュニケーション不足による留学生の独りよがりな姿勢が問題点として

指摘されたが、そこで日本人学生に期待されているものは何か。 
福 良：留学生が少なければ、日本人学生は留学生を「お客さん扱い」し、サポートしようとする。し

かし留学生が多くなると、留学生は留学生同士で関わるようになる。すると、留学生とコミュニ

ケーションをとる日本人学生は、留学生とのコミュニケーションを重要だと考えている「意識の

高い」学生に限られてしまう。普段から、お互いに高め合うようなコミュニケーションが必要と

される。 
福 良：研究室に長時間滞在することにはメリットもあるが、研究室にいなければというプレッシャー

が問題になっているという先行研究の指摘もある。この点に関してどう考えるか。 
生天目先生：今回のインタビューでは、研究室に長くいたくないという留学生は見られなかった。留学

生のなかには、家庭の事情や日本語の問題で研究室に長くいることが難しい学生がいる。理工系

研究室においては研究室で長時間過ごすことが是とされてきたが、この点での意識の変化は、日

本人学生を含めてありそうである。 
瀬 井：学際融合クラス「上級専門日本語アカデミック・コミュニケーション」においては、他の研究

室の運営（研究の進め方）に関心がある学生が多く見られ、共通のキーワードを持つ研究室でも

多様であることが窺える。生天目先生のご所属のなかでの研究室運営も多様なものであるか。 
生天目先生：研究室によってさまざまである。教員主導で進める研究室があれば、個人で黙々と作業す

る研究室もある。 
フロア１：独りよがりな学生は日本人学生の中にもいる。指導教員にとっては、日本人学生よりも留学

生のほうが独りよがりであることの弊害が大きいという認識なのか。それとも日本人学生に独り

よがりな学生が偶然いなかっただけなのか。 
福 良：インタビューでは、コミュニケーションをとらない傾向は留学生のほうが強いという印象を受

けた。留学生のほうが言語的なコミュニケーションの面で弊害が出やすいと認識されているよう

である。日本人学生の場合、学部時代からの付き合いがあり積極的にコミュニケーションをとら

なくても暗黙の共通理解があると推測できるが、留学生で共通理解がない場合はコミュニケー

ションをとらなければ問題が解決しない。 
フロア２：文系の学生は、ゼミで発表した際に他の学生から意見をもらうことがあり、卒業・修了時に

他の学生への感謝を述べることがある。生天目先生・福良先生のお話を聞くと、理系の学生は、

自主的に学生同士が議論することを期待されている、チームで研究に取り組むため個別に議論す

る時間がとられていないのかもしれない、ということが考えられる。理系の学生が個別に研究を

する、あるいはチームで研究をするとはどのような状況なのか。理系の学生が自身の研究につい

て他の学生からコメントをもらう機会があった場合、そこでの感謝や学びは語られたか。 
生天目先生：インタビューではゼミの方法は聞けていないが、毎週のゼミで進捗を報告する際は先生か

らのコメントが多く学生からのコメントは少ないようである。 
福 良：ゼミの形態はそれぞれ違う。教員が個別に声をかける研究室と、毎週集まってゼミで進捗を報

告しあう研究室がある。 
フロア３：ゼミで学生同士がコメントし合うことはあるか。 
福 良：どの程度かは分からないが、なんらかのコメントは出ていると推測される。ディスカッション

は英語で行うが、英語だと日本人学生に微妙なニュアンスが伝わりにくいことがある。そのとき

は日本語が分かる留学生や博士課程の学生がサポートしている。 
生天目先生：ゼミ以外の場で論文の構成などを学生同士で話すことはある。留学生のほうが論理的思考

の能力が高い場合もあるため、対等な関係でディスカッションする。 
フロア４：研究の停滞から研究室に行かなくなる、進捗報告をしなくなる学生の対応について、教員は

どのような工夫をしているか。 
福 良：進捗状況に関わらず、とにかく昼までに大学に来てもらうために、昼礼を行っている例がある。 
司  会：研究を進めたり授業に出席したりするという目的がなくても、誰かと会って情報を得るという

積み重ねが重要ではないか。無駄や非効率と言って切り捨てたくない。 
福 良：同国人とのネットワークができていて日本語が最小限でよい留学生や、日本では就職しないと

決めている留学生に日本語の学習を強制することはできない。日本語に対する留学生の姿勢がさ

まざまな中で、どのように学生をサポートしていけばよいか。 
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生天目先生：そういった学生への日本語教育は難しい。人間関係の面では、自分のあり方を客観視する

必要があると考えている。現状を意識的に選んでいるならよいが、他の選択肢に目を向けること

で新たな刺激があるかもしれない。他の日本人学生と関わらなくてもいいと思っていても、考え

が変わる可能性がある。自身の学生の中に、日本語能力が非常に高いものの日本人学生と交流し

ない留学生がいた。話を聞くと、本当は日本人と関わりたかったことが分かったため、挨拶から

始めてみるよう促し、上手くいったという実例がある。 
福 良：「上級専門日本語アカデミック・コミュニケーション」を受講している学生は、日本語や日本

語でのコミュニケーションについてどう考えているか。 
瀬 井：論文は基本的に英語で書くため、日本に来たからには日本語を話したいという目的で受講する

学生が多い。完全に独学で上級レベルに達した学生が多くなっている。 
司 会：コースの縛りなどで普段日本語を話す機会がないと、日本語のクラスが「オアシス」の場のよ

うになっていると話す理系教員もいた。また、英語コースではじめからすべて英語を使用してい

た学生の場合、博士課程に進学して日本の就職を視野に入れたとしても、そこから日本語を勉強

しようとは思わなくなる事例を指導教員から聞いた。どのような場合でも強制はできず、日本語

の学習はいつからでもできるが、比較的早いタイミングでの学習開始に適切な時期はある。 
フロア５：理系研究室でのコミュニケーションは英語ドミナントであると言われている。学術は英語で

よいが、コミュニケーションには日本語が必要である。学術とコミュニケーションは不可分であ

り、コミュニケーションがうまくいくことで研究もうまくいくことがある一方で、日本語ができ

ないと学術もできないということがある。日本語は必要ないと考える学生がいるなかで、どのよ

うに英語と日本語の折り合いをつけながら学生の QOL を高めていくのか。 
福 良：最先端の研究をしていると、教員でも英語で完全に理解できるとは限らないが、日本語で解釈

すると理解できることもある。学術は英語、コミュニケーションは日本語、とはっきり分かれる

のではなく、一単語でも日本語で言えることでより研究が深まる。日本で就職したいなら日本語

を勉強する必要があると助言する教員もいる。理工系が常に英語というわけではないため、バラ

ンスを取るのが難しい。 
瀬 井：QOL の面で日本語を必要とする留学生が多い。研究会や学会での発表は英語だが、そこでの

雑談や自己紹介は日本語で行われる。日本語が分かればこのようなコミュニケーションに参加で

きると考えている留学生が多い。就職活動の面接や職場での勤務においても日本語が分かったほ

うがよいと思われることがあり、自身の QOL を高めるために日本語を学習したい気持ちがある。 
司 会：研究室において、落ち着いた場面では英語で話すことができても、一方で、実験中などでの危

険な場面で、「危ない！」といったようなとっさに出てくることばは日本語である。そのような

緊急時の対応策の共有が必要である。また、かつて、理工系の教員から、「研究は英語でできる

が、教育は難しい」と聞いたことがあった。 
フロア６：「上級専門日本語アカデミック・コミュニケーション」をより多くの日本人学生が受講すれ

ば相互交流が深まるのではないか。日本人学生の割合はどれくらいか。就職活動では研究内容を

質問されるため、日本人にとっても有用な授業であると感じた。 
瀬 井：18 人まで履修登録できるが、過去 4 年で日本人学生が履修登録したケースは 2 回のみである。

1 人は最後まで履修したが、もう 1 人は、留学生を対象とした授業であると感じてしまい、履修

を取り消してしまった。 
フロア７：就職活動に役立つという面を押し出すと日本人も集まりやすくなるのでは。 
司 会：大阪大学における学際融合教育科目は、所属先の研究科以外で自分の専門以外の授業も履修す

ることができる建付けになっており、現在では多くの科目が存在する。今後も共修に向けてさ

らに工夫できるところを探したい。本日の協議の内容を簡単に 3 点にまとめたい。 
①理工系の研究室のメンバーのコミュニケーションは、他者との協働で何かをやり遂げるという

経験の蓄積が重要である。 

②相手に伝達できているか否かを考えること、自身のコミュニケーションの目標や目的を内省し、

必要であれば改善や挑戦を行うという、長いスパンでのプロセスが重要である。 

③今回共有された事例を、分野の違いを超えて、今後の大学における教育や学習支援の貴重なリ

ソースとして蓄積することが重要である。 
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協議会の様子 

講演 

発表1 

発表2 

全体討論 

会場の様子 
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付録：過去の大阪大学専門日本語教育研究協議会の開催状況 

1．第1回大阪大学専門日本語教育研究協議会：

「大学院レベルの専門日本語教育とは何か」

日時：2007年3月13日（火）13：00～17：50 

場所：吹田キャンパスICホールRoom５＆６ 

2．第2回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「大阪大学における専門日本語教育のさらなる定着に向けて 

―留学生・指導教員とのディスカッションを通して―」 

日時：2009年3月10日（火）13：00～17：30 

場所：吹田キャンパス ICホールRoom５＆６ 

3．第3回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「専門日本語教育におけるライティング能力の養成 

―留学生と日本人学生の双方に対する教育の共通課題―」 

日時：2010年3月9日（火）13：00～17：30 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター会議室１ 

4．第4回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「キャリア形成につながる専門日本語教育を考える」 

日時：2011年3月8日（火）13：00～17：00 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター会議室1 

5．第5回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「日本語教育のスタンダードの課題と展望」  

日時：2012年2月15日（水）13：00～17：00 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター会議室1 

6．第6回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「研究留学生のための専門日本語教育を考える」 

日時：2013年2月19日（火）13：00～17：00 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター会議室1 
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7．第7回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「上級レベルの専門日本語教育 -理論と実践-」 

日時：2014年2月17日（月）13:00〜17:00 

場所：吹田キャンパス IC ホールRoom５＆６ 

8．第8回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「グローバル時代を生き抜く力の養成と大学における日本語教育を考える 

-大学から社会への橋渡しを視野に-」

日時：2015年2月17日（火）13:00〜17:00 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター 2 階 会議室2 

9．第9回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「専門日本語教育におけるIT 活用の可能性」 

日時：2016年2月16日（火）13:00〜16:55 

場所：吹田キャンパス IC ホールRoom５＆６ 

10．第10回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「内容言語統合型学習（CLIL）の実践に向けて」 

日時：2017年2月21日（火）13:00〜17:00  

場所：吹田キャンパス IC ホールRoom５＆６ 

11．第11回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「学習者オートノミーを育む言語学習とその支援」 

日時：2018年2月16日（金）13:00〜17:00 

場所：吹田キャンパス IC ホールRoom５＆６ 

12．第12回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「市⺠性教育と⽇本語教育」

日時：2019年2月19 日（火）13:00〜17:00 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター１階 研修室 
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13．第13回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「留学生大量受け入れ新時代の大学における日本語カリキュラムの再考」 

日時：2020年2月18日（火）13:00〜17:00 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター２階 会議室２ 

14．第14回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

  「日本語の上達を支援する教育実践の創造 

－ITを有効に活用したチームでの教育実践の可能性－」 

  日時：2022年2月15日（火）13:30～17:00 

  場所：オンラインで開催 

15．第15回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

  「学部初年次から大学院博士課程までの学習・研究活動に必要な 

日本語ライティング教育実践の諸相」 

  日時：2023年2月15日（水）13:30～17:00 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター１階 会議室１ 

16．第16回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

  「CEFR-CV以降の日本語教育を考える」 

日時：2024年2月14日（水）13:30～17:00 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター１階 会議室１ 
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